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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年9月24日(2020.9.24)

【公表番号】特表2019-528480(P2019-528480A)
【公表日】令和1年10月10日(2019.10.10)
【年通号数】公開・登録公報2019-041
【出願番号】特願2019-510959(P2019-510959)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/32     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３０８Ｚ
   Ｈ０１Ｌ   27/32     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/02     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３６５　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３６６Ａ
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３０２　
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３４９Ｅ
   Ｇ０６Ｆ    3/041    ６４０　
   Ｇ０６Ｆ    3/041    ４１２　

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月13日(2020.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　項目８は、結合層が光学的に透明な接着剤を含む、項目６又は７に記載のウィンドウフ
ィルムである。さらに別の実施形態について以下、述べる。
［１］
　フレキシブル有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバイスであって、
　カバーウィンドウフィルムを有する上部モジュールと、
　下部モジュールと、
　前記上部モジュールと前記下部モジュールとの間にあり、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）、及び前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と前記下部モジュールとの間の有機発光
ダイオード（ＯＬＥＤ）基板を含むディスプレイモジュールと、
　前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と前記上部モジュールとの間のタッチセンサと、
を備え、
　前記上部モジュールは第１のヤング率を有し、前記下部モジュールは第２のヤング率を
有し、前記第１のヤング率は前記第２のヤング率とは異なり、
　（ＬＳ／ＴＷ）＞０．００１であり、式中、Ｌが前記下部モジュールの剛性であり、Ｓ
が前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）基板の剛性であり、Ｔが前記タッチセンサの剛性
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であり、Ｗが前記カバーウィンドウフィルムの剛性である、フレキシブル有機発光ダイオ
ード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバイス。
［２］
　（ＬＳ／ＴＷ）＞０．０７である、［１］に記載のディスプレイデバイス。
［３］
　（ＬＳ／ＴＷ）＞１．２である、［１］に記載のディスプレイデバイス。
［４］
　前記カバーウィンドウフィルムと前記タッチセンサとの間の第１結合層と、前記タッチ
センサと前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）との間の第２結合層と、前記有機発光ダイ
オード（ＯＬＥＤ）基板と前記下部モジュールとの間の第３結合層と、を更に含む、［１
］に記載のディスプレイデバイス。
［５］
　前記第１結合層の剪断弾性率は、室温で１５０ｋＰａより大きい、［４］に記載のディ
スプレイデバイス。
［６］
　前記第１及び第２の結合層は各々光学的に透明な接着剤を含む、［４］に記載のディス
プレイデバイス。
［７］
　前記カバーウィンドウフィルムは、薄いガラスを含む、［１］に記載のディスプレイデ
バイス。
［８］
　フレキシブル有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバイスであって、
　カバーウィンドウフィルムを有する上部モジュールと、
　下部モジュールと、
　前記上部モジュールと前記下部モジュールとの間にあり、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）、及び前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と前記下部モジュールとの間の有機発光
ダイオード（ＯＬＥＤ）基板を含むディスプレイモジュールと、
　前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と前記上部モジュールとの間の円偏光子と、を備
え、
　前記上部モジュールは第１のヤング率を有し、前記下部モジュールは第２のヤング率を
有し、前記第１のヤング率は前記第２のヤング率とは異なり、
　（ＬＳ／（ＣＰ）Ｗ）＞０．００４であり、式中、Ｌが前記下部モジュールの剛性であ
り、Ｓが前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）基板の剛性であり、ＣＰが前記円偏光子の
剛性であり、Ｗが前記カバーウィンドウフィルムの剛性である、フレキシブル有機発光ダ
イオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバイス。
［９］
　（ＬＳ／（ＣＰ）Ｗ）＞０．０２である、［８］に記載のディスプレイデバイス。
［１０］
　（ＬＳ／（ＣＰ）Ｗ）＞０．２５である、［８］に記載のディスプレイデバイス。
［１１］
　前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）は、タッチセンサを含む、［８］に記載のディス
プレイデバイス。
［１２］
　前記カバーウィンドウフィルムと前記円偏光子との間の第１結合層と、前記有機発光ダ
イオード（ＯＬＥＤ）基板と前記下部モジュールとの間の第２結合層と、を更に含む、［
８］に記載のディスプレイデバイス。
［１３］
　前記第１結合層の剪断弾性率は、室温で１５０ｋＰａより大きい、［１２］に記載のデ
ィスプレイデバイス。
［１４］
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　前記第１結合層は、光学的に透明な接着剤を含む、［１２］に記載のディスプレイデバ
イス。
［１５］
　前記カバーウィンドウフィルムは薄いガラスを含む、［８］に記載のディスプレイデバ
イス。
［１６］
　フレキシブル有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバイスであって、
　カバーウィンドウフィルムを有する上部モジュールと、
　下部モジュールと、
　前記上部モジュールと前記下部モジュールとの間にあり、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）、及び前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と前記下部モジュールとの間の有機発光
ダイオード（ＯＬＥＤ）基板を含むディスプレイモジュールと、を備え、
　前記上部モジュールは第１のヤング率を有し、前記下部モジュールは第２のヤング率を
有し、前記第１のヤング率は前記第２のヤング率とは異なり、
　（ＬＳ／Ｗ２）＞４×１０－６であり、式中、Ｌが前記下部モジュールの剛性であり、
Ｓが前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）基板の剛性であり、Ｗが前記カバーウィンドウ
フィルムの剛性である、フレキシブル有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバ
イス。
［１７］
　（ＬＳ／Ｗ２）＞４×１０－５である、［１６］に記載のディスプレイデバイス。
［１８］
　（ＬＳ／Ｗ２）＞０．００２である、［１６］に記載のディスプレイデバイス。
［１９］
　前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）は、タッチセンサを含む、［１６］に記載のディ
スプレイデバイス。
［２０］
　前記カバーウィンドウフィルムと前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）との間の第１結
合層と、前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）基板と前記下部モジュールとの間の第２結
合層と、を更に含む、［１６］に記載のディスプレイデバイス。
［２１］
　前記第１結合層の剪断弾性率は、室温で１５０ｋＰａより大きい、［２０］に記載のデ
ィスプレイデバイス。
［２２］
　前記第１結合層は、光学的に透明な接着剤を含む、［２０］に記載のディスプレイデバ
イス。
［２３］
　前記カバーウィンドウフィルムは、薄いガラスを含む、［１６］に記載のディスプレイ
デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレキシブル有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバイスであって、
　カバーウィンドウフィルムを有する上部モジュールと、
　下部モジュールと、
　前記上部モジュールと前記下部モジュールとの間にあり、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）、及び前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と前記下部モジュールとの間の有機発光
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ダイオード（ＯＬＥＤ）基板を含むディスプレイモジュールと、
　前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と前記上部モジュールとの間のタッチセンサと、
を備え、
　前記上部モジュールは第１のヤング率を有し、前記下部モジュールは第２のヤング率を
有し、前記第１のヤング率は前記第２のヤング率とは異なり、
　（ＬＳ／ＴＷ）＞０．００１であり、式中、Ｌが前記下部モジュールの剛性であり、Ｓ
が前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）基板の剛性であり、Ｔが前記タッチセンサの剛性
であり、Ｗが前記カバーウィンドウフィルムの剛性である、フレキシブル有機発光ダイオ
ード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバイス。
【請求項２】
　（ＬＳ／ＴＷ）＞０．０７である、請求項１に記載のディスプレイデバイス。
【請求項３】
　前記カバーウィンドウフィルムと前記タッチセンサとの間の第１結合層と、前記タッチ
センサと前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）との間の第２結合層と、前記有機発光ダイ
オード（ＯＬＥＤ）基板と前記下部モジュールとの間の第３結合層と、を更に含む、請求
項１に記載のディスプレイデバイス。
【請求項４】
　フレキシブル有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバイスであって、
　カバーウィンドウフィルムを有する上部モジュールと、
　下部モジュールと、
　前記上部モジュールと前記下部モジュールとの間にあり、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）、及び前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と前記下部モジュールとの間の有機発光
ダイオード（ＯＬＥＤ）基板を含むディスプレイモジュールと、
　前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と前記上部モジュールとの間の円偏光子と、を備
え、
　前記上部モジュールは第１のヤング率を有し、前記下部モジュールは第２のヤング率を
有し、前記第１のヤング率は前記第２のヤング率とは異なり、
　（ＬＳ／（ＣＰ）Ｗ）＞０．００４であり、式中、Ｌが前記下部モジュールの剛性であ
り、Ｓが前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）基板の剛性であり、ＣＰが前記円偏光子の
剛性であり、Ｗが前記カバーウィンドウフィルムの剛性である、フレキシブル有機発光ダ
イオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバイス。
【請求項５】
　（ＬＳ／（ＣＰ）Ｗ）＞０．０２である、請求項４に記載のディスプレイデバイス。
【請求項６】
　前記カバーウィンドウフィルムと前記円偏光子との間の第１結合層と、前記有機発光ダ
イオード（ＯＬＥＤ）基板と前記下部モジュールとの間の第２結合層と、を更に含む、請
求項４に記載のディスプレイデバイス。
【請求項７】
　フレキシブル有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバイスであって、
　カバーウィンドウフィルムを有する上部モジュールと、
　下部モジュールと、
　前記上部モジュールと前記下部モジュールとの間にあり、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）、及び前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と前記下部モジュールとの間の有機発光
ダイオード（ＯＬＥＤ）基板を含むディスプレイモジュールと、を備え、
　前記上部モジュールは第１のヤング率を有し、前記下部モジュールは第２のヤング率を
有し、前記第１のヤング率は前記第２のヤング率とは異なり、
　（ＬＳ／Ｗ２）＞４×１０－６であり、式中、Ｌが前記下部モジュールの剛性であり、
Ｓが前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）基板の剛性であり、Ｗが前記カバーウィンドウ
フィルムの剛性である、フレキシブル有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイデバ
イス。
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【請求項８】
　（ＬＳ／Ｗ２）＞４×１０－５である、請求項７に記載のディスプレイデバイス。
【請求項９】
　前記カバーウィンドウフィルムと前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）との間の第１結
合層と、前記有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）基板と前記下部モジュールとの間の第２結
合層と、を更に含む、請求項７に記載のディスプレイデバイス。
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